
JP 2013-507676 A 2013.3.4

10

(57)【要約】
【解決手段】　本発明は、積層されている複数のドキュ
メント層（１０４、１０６、１０８；１２６、１２８、
１３０、１０４、１０６、１０８、１３２）から構成さ
れているドキュメント本体（１０２）を備えるドキュメ
ントに関する。複数のドキュメント層のうち第１の層（
１０６）は、評価部（１１４）を有しており、複数のド
キュメント層のうち第２の層（１０４）は、第１のバイ
オメトリクスデータを収集するための第１の取得部（１
１０）を有しており、複数のドキュメント層のうち第３
の層（１０８）は、第２のバイオメトリクスデータを収
集する第２の取得部（１２２）を有しており、評価部は
、少なくとも第１の取得部および第２の取得部に接続さ
れており、第１の取得部および第２の取得部から少なく
とも第１のバイオメトリクスデータおよび第２のバイオ
メトリクスデータを受信し、評価部は、第１の取得部お
よび第２の取得部から供給される第１のバイオメトリク
スデータおよび第２のバイオメトリクスデータについて
評価を行って、評価の結果に基づいてドキュメントの機
能（１１６）をアクティブ化する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　積層されている複数のドキュメント層（１０４、１０６、１０８；１２６、１２８、１
３０、１０４、１０６、１０８、１３２）から構成されているドキュメント本体（１０２
）を備えるドキュメントであって、
　前記複数のドキュメント層のうち第１の層（１０６）は、評価部（１１４）を有してお
り、
　前記複数のドキュメント層のうち第２の層（１０４）は、第１のバイオメトリクスデー
タを収集するための第１の取得部（１１０）を有しており、
　前記複数のドキュメント層のうち第３の層（１０８）は、第２のバイオメトリクスデー
タを収集する第２の取得部（１２２）を有しており、
　前記評価部は、少なくとも前記第１の取得部および前記第２の取得部に接続されていて
、前記第１の取得部および前記第２の取得部から少なくとも前記第１のバイオメトリクス
データおよび前記第２のバイオメトリクスデータを受信し、
　前記評価部は、前記第１の取得部および前記第２の取得部から供給される前記第１のバ
イオメトリクスデータおよび前記第２のバイオメトリクスデータについて評価を行って、
前記評価の結果に基づいて前記ドキュメントの機能（１１６）をアクティブ化するドキュ
メント。
【請求項２】
　前記第１のバイオメトリクスデータおよび前記第２のバイオメトリクスデータは、異な
る種類のバイオメトリクスデータである請求項１に記載のドキュメント。
【請求項３】
　前記第１のバイオメトリクスデータまたは前記第２のバイオメトリクスデータは、指紋
データ、虹彩スキャンデータ、顔バイオメトリクスデータ、遺伝子データ、具体的には、
ＤＮＡ配列データというさまざまな種類のバイオメトリクスデータのうち１つである請求
項２に記載のドキュメント。
【請求項４】
　前記第１のバイオメトリクスデータ用の第１の基準データを格納する第１のメモリ領域
を備え、
　前記第２のバイオメトリクスデータ用の第２の基準データを格納する第２のメモリ領域
を備え、
　前記評価部は、前記第１の基準データおよび前記第１のバイオメトリクスデータに基づ
いて第１の信頼値が決定され、前記第２の基準データおよび前記第２のバイオメトリクス
データに基づいて第２の信頼値が決定されるように構成されている請求項１から請求項３
のいずれか一項に記載のドキュメント。
【請求項５】
　前記評価部は、前記第１の信頼値および前記第２の信頼値のうち一方が第１のしきい値
を超えると、前記機能がアクティブ化されるように構成されている請求項４に記載のドキ
ュメント。
【請求項６】
　前記評価部は、前記第１の信頼値および前記第２の信頼値が入力される計算処理の結果
が第２のしきい値を超えている場合に前記機能がアクティブ化されるように構成されてい
る請求項４または請求項５に記載のドキュメント。
【請求項７】
　前記計算処理は、前記第１の信頼値および前記第２の信頼値の線形結合である請求項６
に記載のドキュメント。
【請求項８】
　機密データを格納する電子メモリ（１１８）と、前記機密データを出力するインターフ
ェース（１２０）と
　を備え、
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　前記機能は、前記機密データへの読出アクセスの実行であり、
　前記評価部は、前記機密データを保護するための暗号処理を実行し、
　前記インターフェースを介して前記機密データを出力するために必要な要件は、前記第
１のバイオメトリクスデータおよび前記第２のバイオメトリクスデータが所定の基準を満
たしていることであり、満たしているか否かは前記評価で確認される請求項１から請求項
７のいずれか一項に記載のドキュメント。
【請求項９】
　前記複数のドキュメント層のうち少なくとも第４の層（１０６、１２８、１３０）は、
表示デバイス（１２０）を有しており、前記評価部が前記表示デバイスを制御できるよう
に、前記表示デバイスは前記評価部に接続されている請求項１から請求項８のいずれか一
項に記載のドキュメント。
【請求項１０】
　前記評価部は、前記機能がアクティブ化された後に前記機密データの少なくとも一部を
表示するように前記表示デバイスが制御されるように、構成されている請求項９に記載の
ドキュメント。
【請求項１１】
　少なくとも前記評価部の電源に電気エネルギーを誘導結合するための手段を備える請求
項１から請求項１０のいずれか一項に記載のドキュメント。
【請求項１２】
　前記第１の取得部は、電子カメラとして構成されている請求項１から請求項１１のいず
れか一項に記載のドキュメント。
【請求項１３】
　制御可能な光学レンズ素子を含む体積ホログラムを備えており、
　前記体積ホログラムは、前記電子カメラの光路に配設されており、前記体積ホログラム
は、前記評価部によって制御される請求項１２に記載のドキュメント。
【請求項１４】
　前記複数のドキュメント層のうち少なくとも第５の層（１２６）は、光学セキュリティ
フィーチャを含む
　請求項１から請求項１３のいずれか一項に記載のドキュメント。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ドキュメントに関する。特に、高価値のドキュメントまたはセキュリティド
キュメント、例えば、身分証明書に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子集積回路、例えば、いわゆるＲＦＩＤチップ等を含むさまざまなドキュメントが、
先行技術で公知である。例えば、独国特許文献第１０　２００５　０２５　８０６．９号
に開示されている。
【０００３】
　本発明は、ドキュメントを改良することを目的とする。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の目的は、請求項１に記載の特徴によって達成される。本発明の実施形態は、従
属項に詳しく記載されている。
【０００５】
　本発明の実施形態に係るドキュメントは、高価値のドキュメントまたはセキュリティド
キュメントであり、例えば、身分証明（ＩＤ）カード、パスポート、運転免許証あるいは
社員ＩＤカード等のＩＤドキュメントであるか、または、例えば、銀行券、クレジットカ
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ード等の支払い手段であるか、または、例えば、入場券、受託書、査証等の別の信任状で
ある。ドキュメントは、紙および／またはプラスチックで出来ている。具体的には、ドキ
ュメントは、本またはカードとして構成することができる。または、ドキュメントはスマ
ートカードであってよい。
【０００６】
　本発明の実施形態に係るドキュメントは、積層されている複数のドキュメント層で構成
されているドキュメント本体を備える。各ドキュメント層は、プラスチックまたは紙で形
成することができる。例えば、各ドキュメント層はそれぞれ、形状およびサイズが略同じ
であるので、積層することによって、例えば、カード形状のドキュメント本体が形成され
る。このため、ドキュメント層は、互いに重ねるとしてよい。
【０００７】
　第１のドキュメント層は、評価部を含む。評価部は、半導体回路であってよく、例えば
、シリコンをベースとする電子回路またはポリマーを利用した電子回路として構成されて
いる。例えば、評価部は、第１のドキュメント層の上または内部に配置されるチップによ
って実現され得る。評価部は、例えば、印刷技術を用いて第１のドキュメント層に塗布さ
れるポリマー製の電子部品によって構成することができる。
【０００８】
　第２のドキュメント層は、第１のバイオメトリクスデータを収集する第１の取得部を含
み、第３のドキュメント層は、第２のバイオメトリクスデータを収集する第２の取得部を
含む。第１および第２のバイオメトリクスデータは、異なる種類のバイオメトリクスデー
タであってよく、例えば、指紋データ、虹彩スキャンデータ、顔バイオメトリクスデータ
、遺伝子データ、具体的には、ＤＮＡ配列データ等であってよい。
【０００９】
　例えば、第１または第２の取得部は、ユーザの指紋データを収集する指紋センサとして
構成されているとしてよく、または、虹彩スキャンデータまたは顔バイオメトリクスデー
タを収集する電子カメラとして構成されているとしてもよい。例えば、第１または第２の
取得部は、ユーザのＤＮＡに対してＤＮＡシークエンシングプロセスを実行するマイクロ
システム、具体的には、例えば、皮下サンプルを採取するいわゆるＤＮＡマイクロトータ
ルアナリシスシステム（ＴＡＳ）として構成することができる。尚、ＤＮＡシークエンシ
ングは、ユーザから採取したサンプルを用いて実行され、結果としてバイオメトリクスデ
ータを供給する。
【００１０】
　本発明の一実施形態によると、評価部は、いわゆる「カード一致」プロセスを実行する
ように構成されている。このため、ドキュメントは、第１のバイオメトリクスデータに対
する第１の基準データを格納する第１のメモリ領域と、第２のバイオメトリクスデータに
対する第２の基準データを格納する第２のメモリ領域とを備える。第１の基準データは、
第１のバイオメトリクスデータに対して「カード一致」プロセスを実行するために利用さ
れ、第２の基準データは、第２のバイオメトリクスデータに対して「カード一致」プロセ
スを実行するために利用される。「カード一致」プロセスは、いずれの場合も評価部によ
って実行される。
【００１１】
　評価部は、第１の基準データおよび第１のバイオメトリクスデータに関して「カード一
致」プロセスを実行した結果を第１の信頼値と呼び、第２の基準データおよび第２のバイ
オメトリクスデータに関する「カード一致」プロセスを実行した結果を第２の信頼値と呼
ぶ。第１および第２の信頼値は、例えば、ユーザによる利用が認められているか否かを確
認するべく、評価部によって処理され得る。
【００１２】
　例えば、評価部は、第１および第２の信頼値のうち少なくとも１つが第１のしきい値を
超えるとドキュメントの機能がアクティブ化されるように構成され得る。評価部はさらに
、第１の信頼値または第２の信頼値のいずれも第１のしきい値を超えていない場合には、
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第１および第２の信頼値が共に第１のしきい値未満の第２のしきい値を超えているか否か
を確認するように構成されているとしてよい。これらの条件のうち１つが満たされると、
つまり、第１および第２の信頼値のうち少なくとも１つが第１のしきい値を超えている場
合、または、第１の信頼値および第２の信頼値の両方が第２のしきい値を超えている場合
、ユーザは、身元確認が完了したと見なされ、ドキュメントの機能の利用が承認され、ド
キュメントがアクティブ化される。
【００１３】
　評価部はさらに、第１および第２の信頼値を利用する計算処理の結果が第２のしきい値
を超えている場合に機能がアクティブ化されるように構成されているとしてよい。この計
算処理は、第１および第２の信頼値を線形結合させる処理であってよい。
【００１４】
　ドキュメントの機能は、任意のスマートカード機能であってよく、例えば、データを復
号化および／または暗号化する暗号機能、具体的には、電子署名を作成する機能や、支払
い機能、ドキュメント内の電子メモリにアクセスするデータ格納機能またはデータ読出機
能、または、ドキュメントのユーザのデジタル身元証明情報がネットワーク上、特に、イ
ンターネット上で利用可能となる任意のその他の機能であってよい。
【００１５】
　本発明の一実施形態に係るドキュメントは、機密データを格納する電子メモリと、例え
ば、機密データを出力する光学インターフェースおよび／または無線方式または接触方式
のインターフェースとを備える。この場合、ドキュメントの機能は、機密データに対する
読出アクセスの実行、および、インターフェースを介した機密データの出力である。評価
部は、機密データを保護するべく暗号処理を実行するように構成されており、インターフ
ェースを介して機密データを出力するのに必要な要件は、第１および第２のバイオメトリ
クスデータが所定の基準を満たすことであり、満たすか否かの確認は評価部によって実行
される。
【００１６】
　例えば、評価部は、いわゆる基本アクセス制御（ＢＡＣ）プロセスおよび／または拡張
アクセス制御（ＥＡＣ）プロセスを実行するように構成され得る。両プロセスは、国際民
間航空機関（ＩＣＡＯ）によって規格化されたプロセスである。
【００１７】
　本発明の一実施形態によると、第４のドキュメント層は、評価部に接続されている表示
デバイスを含む。これによって、評価部は、表示デバイスを制御することができる。表示
デバイスのドライバ回路はこのため、評価部の一部として、表示デバイスそのものの一部
として、または、別のドキュメント層上に設けられる別の回路として実現されるとしてよ
い。
【００１８】
　表示デバイスは、常にエネルギーが供給されていなくても、画像データを表示可能なよ
うに構成され得る。このような表示デバイスは、表示すべき画像データが変化する場合に
のみ、電気エネルギーを必要とする。この場合、表示デバイスは、例えば、電気泳動ディ
スプレイ、エレクトロクロミックディスプレイ、回転素子ディスプレイ、強誘電体ディス
プレイ、エレクトロウェッティング効果を利用するディスプレイ等の双安定ディスプレイ
、および、例えば、ツイストネマチック型、スーパーツイストネマチック型、コレステリ
ックＬＣＤディスプレイまたはネマチックＬＣＤディスプレイ等の双安定ＬＣＤディスプ
レイである。また、表示デバイスは、さまざまな表示技術を組み合わせたハイブリッドデ
ィスプレイであってもよい。
【００１９】
　さらに、表示デバイスは、例えば、米国特許出願公開公報第２００６／０２５０５３４
　Ａ１号から公知であるように、可撓性のある双安定ディスプレイであってよい。また、
例えば、国際公開公報第９９／５３３７１号および欧州特許文献第１　７１５　３７４　
Ａ１号から、双安定電気泳動ディスプレイも公知である。
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【００２０】
　双安定ディスプレイは、「電子ペーパーディスプレイ（ＥＰＤ）」とも呼ばれる。
【００２１】
　このような双安定ディスプレイは概して、明るい光の中でも簡単に読むことができ、長
期間にわたって同じ画像データを表示する上でエネルギー供給が必要ないという利点があ
る。
【００２２】
　表示デバイスは、発光型ディスプレイであってよく、例えば、ＬＥＤディスプレイであ
ってよい。特に、無機ディスプレイ、有機ディスプレイ、または、ハイブリッドＬＥＤデ
ィスプレイであってよい。このようなディスプレイは、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）、特
に、透明なＴＦＴを利用して実現することができる。これは、例えば、Ｐ．Ｇoｒｒｎ、
Ｐ．ＨoＬｚｅｒ、Ｔ．Ｒｉｅｄｌ、Ｗ．Ｋｏｗａｌｓｋｙ、Ｊ．Ｗａｎｇ、Ｔ．Ｗｅｉ
ｎｍａｎｎ、Ｐ．ＨｉｎｚｅおよびＳ．Ｋｉｐｐ：「バイアスストレス下での透明な酸化
亜鉛スズトランジスタの安定性」、Ａｐｐｌ．Ｐｈｙｓ．Ｌｅｔｔ．９０、０６３５０２
（２００７）、ＳＰＩＥ議事録－第６４８６号、「発光ダイオード：研究、製造および応
用ＸＩ」、Ｋｌａｕｓ　Ｐ．Ｓｔｒｅｕｂｅｌ、Ｈｅｏｎｓｕ　Ｊｅｏｎ、編集者、６４
８６０Ｆ（２００７年２月１３日）、および、透明な非晶質の酸化亜鉛インジウムスズの
チャネル層を持つ薄膜トランジスタ、Ｍ．Ｓ．Ｇｒｏｖｅｒ他、２００７、Ｊ．Ｐｈｙｓ
．Ｄ：Ａｐｐｌ．Ｐｈｙｓ．４０　１３３５－１３３８から公知である。
【００２３】
　印刷技術を利用して直接塗布することによってＴＦＴを製造する方法は、国際公開公報
第０３／０９８６９６　Ａ１号から公知である。
【００２４】
　発光型ディスプレイデバイスは、例えば、米国特許出願公開公報第２００２／００７９
４９４　Ａ１号および米国特許第６，０９１，１９４号から公知であるように、エレクト
ロルミネセント媒体を利用しても実現することが可能である。発光型ディスプレイの利点
は、照明がなくても読むことが出来る点と、色再現が容易に実現できる点にある。
【００２５】
　双安定ディスプレイおよび発光型ディスプレイは共に、パッシブマトリクス方式または
アクティブマトリクス方式のセグメントディスプレイとして構成され得る。この点につい
ては、米国第２００６／０２４０６０３　Ａ１号を参照されたい。
【００２６】
　双安定ディスプレイおよび発光型ディスプレイは共に、現在の技術水準から公知である
ように、反射型および透過型の実施形態で製造可能である。
【００２７】
　ドキュメントは、同じドキュメント層または異なるドキュメント層に、１以上の同様の
表示デバイスまたは異なる表示デバイスを設けることができる。ドキュメントは、例えば
、当該ドキュメントに誘導エネルギーが結合される場合にのみ画像が表示される発光型表
示デバイスを備えるとしてよい。ドキュメントはさらに、同じドキュメント層または別の
ドキュメント層に、電気エネルギーが結合されているか否かに関係なく画像が永続的に表
示される双安定表示デバイスを備えるとしてよい。
【００２８】
　本発明の一実施形態によると、機密データの少なくとも一部は、ドキュメントの表示デ
バイスから出力され、当該データは、プレーンテキスト形式またはユーザが視覚的および
／または認識的に確認できないような形式で光学的に出力される。例えば、表示デバイス
から光学機械可読信号を送る。
【００２９】
　本発明の一実施形態によると、ドキュメントは、体積ホログラムを持つドキュメント層
を備える。体積ホログラムは、制御可能な光学レンズ素子を含むのが好ましい。制御可能
な光学レンズ素子を含む体積ホログラムは、ドキュメントの電子カメラの光路に配置する
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としてよく、体積ホログラムまたは制御可能な光学レンズ素子は、例えば、顔バイオメト
リクスデータを収集するために顔写真の撮影または指紋の採取を行う制御に応じて、例え
ば、接近が可能になるように、評価部によって制御することが可能である。
【００３０】
　別の実施形態によると、ドキュメント層のうち少なくとも１つは、例えば、グラビア印
刷、具体的には、凹版印刷およびグラビア印刷、スクリーン印刷、オフセット印刷、凸版
印刷（レターセット印刷）、具体的には、間接凸版印刷等の印刷技術を利用して、または
、例えば、熱転写印刷、インクジェット印刷またはレーザ印刷等のパーソナライズ処理に
よって塗布され得る光学セキュリティフィーチャを含む。
【００３１】
　具体的には、ドキュメントは、以下に記載する光学セキュリティフィーチャのうち１以
上を備えるとしてよい。
　組みひも飾り（ｇｕｉｌｌｏｃｈｅ）：組みひも飾りは、いわゆる線形印刷によってド
キュメントに印刷される。通常は、波状パターンおよび輪状パターンから成り、それぞれ
異なる色で重ね合わせて印刷されている。
　極小印刷：最小フォントで印刷されたものである。極小印刷は、裸眼ではほとんど見る
ことができない。例えば、ユーロ紙幣には、画像の一部として極小印刷がモチーフに組み
込まれている。極小印刷は、拡大レンズを用いることで読むことができる。
　条件等色：条件等色により同じ色となるので、光のさまざまなスペクトル成分は人間に
とって同じ色に見え、光学的に、例えば、カラーフィルタまたは可変光源によって識別可
能となる。
　蛍光インク、リン光インクおよび／またはアップコンバージョンインクを用いたインプ
リント
　赤外線インクを用いたインプリント：赤外線でのみ検出可能であり、対応するセンサを
持つスキャナで検出する。例えば、ユーロ紙幣には、このような光学セキュリティフィー
チャが設けられている。
　バーコード：具体的には、１次元または２次元の白黒またはカラーのバーコードである
。
　光可変インク（ＯＶＩ）：ＯＶＩを利用すると、見る角度に応じて色が異なって見える
。これは、顔料に当たる光が、屈折、散乱または反射するためである。
　ホログラムおよびキネグラム（透過型または反射型）
　ウォーターマーク
　可視的および／または機械可読方式で情報を保持するデジタルウォーターマーク
　レジスタ印刷：複数の異なるパターンまたはシンボルを、組み合わせることで一の特定
の絵を構成するように、上下または隣接して並べて印刷する。位置が非常にわずかでもず
れていれば、つまり、いわゆる重ね合わせ誤差があれば、裸眼でも容易に見ることができ
る。例えば、紙幣であるドキュメントの異なる面に部分画像がある場合、この光学セキュ
リティフィーチャは、シースルーレジスタと呼ばれる。
　シースルー窓：透明なプラスチック膜で出来た窓がドキュメントに組み込まれている。
　混合繊維：ＵＶ光が当たると別々の色で光る繊維をドキュメントを形成している紙に混
合する。
　セキュリティスレッド
　極小穿孔
【図面の簡単な説明】
【００３２】
　本発明の実施形態を図面を参照しつつより詳細に後述する。図面は以下の通りである。
【図１】本発明に係るドキュメントの実施形態を示す展開ブロック図である。
【図２】図１に係るドキュメントを示す側面図である。
【図３】本発明に係るドキュメントの別の実施形態を示す展開図である。　以下で説明す
る各実施形態の構成要素は、互いに対応する場合、同じ参照符号を用いて示す。
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【発明を実施するための形態】
【００３３】
　図１は、本発明に係るドキュメント１００の実施形態を示す展開図である。同図に示す
実施形態では、ドキュメント１００は、少なくとも３つのドキュメント層、つまり、ドキ
ュメント層１０４、１０６、および１０８で構成されているドキュメント本体１０２（図
２を参照のこと）を備える。
【００３４】
　ドキュメント層１０４は、第１のバイオメトリクスデータを収集する取得部１１０を含
む。例えば、取得部１１０は、ＤＮＡシークエンシングプロセスを実行するマイクロシス
テムであり、ユーザからサンプルを採取するように構成されており、具体的には、皮下組
織のサンプルを採取するように構成されている。具体的には、取得部１１０は、いわゆる
ＤＮＡマイクロトータルアナリシスシステム（ＴＡＳ）として構成されているとしてよい
。取得部１１０が収集するバイオメトリクスデータは、ドキュメント１００のユーザのＤ
ＮＡシーケンスであり、当該ユーザからサンプルを予め採取している。
【００３５】
　取得部１１０は、ドキュメント層１０６に設けられているドキュメント１００の電子回
路に、例えば、ドキュメント本体１０２を垂直方向に貫通しているいわゆるビア１１２に
よって、接続されている。取得部１１０によって収集されたバイオメトリクスデータは、
ビアを介して、電子回路の評価モジュール１１４に送信され、評価モジュール１１４によ
って評価される。ドキュメント層１０６の電子回路はさらに、ドキュメント１００の機能
を実行する機能モジュール１１６を備え、機能を実行する必要条件は、機能モジュール１
１６が評価モジュール１１４によってアクティブ化されることである。
【００３６】
　ドキュメント層１０６の電子回路はさらに、少なくとも１つの電子メモリ１１８および
通信インターフェース１２０を含む。
【００３７】
　図１に示す実施形態とは別に、評価モジュール１１４、機能モジュール１１６、メモリ
１１８および通信インターフェース１２０は、一部または全体が、ドキュメント１００が
備える複数の異なるドキュメント層に配設されるとしてよく、例えば、別のビアを介して
互いにやり取りを行うことができるとしてよい。
【００３８】
　メモリ１１８は、取得部１１０が供給するバイオメトリクスデータに対する第１の基準
データを格納する第１のメモリ領域と、取得部１２２が供給するバイオメトリクスデータ
に対する第２の基準データを格納する第２のメモリ領域とを有するとしてよい。
【００３９】
　通信インターフェース１２０は、例えば、ＬＥＤまたは表示デバイス等の光インターフ
ェース、例えば、接触方式のスマートカードインターフェース等の接触方式インターフェ
ース、例えば、ＲＦＩＤインターフェース等の非接触方式のインターフェース、または、
接触方式および非接触方式での通信がどちらも可能であるいわゆる二重モードインターフ
ェースであってよい。
【００４０】
　例えば、通信インターフェース１２０は、ＲＦＩＤ通信プロセスを実行するように構成
されている。通信インターフェース１２０は、例えば、外部スキャンデバイス（不図示）
との間で通信を行うと共に、電気エネルギーをドキュメント１００に結合するためにも利
用することができ、具体的には、誘導磁場による誘導結合を実現して、ドキュメントの電
子回路およびその他の能動素子、例えば、取得部１１０および１２２に電気エネルギーを
供給する。
【００４１】
　取得部１２２は、ドキュメント層１０８に配設されており、ビア１２４によって評価モ
ジュール１１４に接続されている。取得部１２２は、ビア１２４を用いて、バイオメトリ
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クスデータを評価部１１４に入力して、評価部１１４でこのバイオメトリクスデータを評
価させる。例えば、取得部１２２は、電子カメラとして構成されており、具体的には、Ｃ
ＭＯＳ技術を用いて製造される能動ピクセルセンサ（ＡＰＳ）または電荷結合素子（ＣＣ
Ｄ）アレイとして構成されており、ドキュメント１００のユーザから１以上のバイオメト
リクスフィーチャ、例えば、顔バイオメトリクスデータを収集する。
【００４２】
　評価モジュール１１４は、取得部１１０および１２２が供給するバイオメトリクスデー
タを評価して、評価結果に応じて機能モジュール１１６をアクティブ化するように構成さ
れている。アクティブ化は、評価モジュール１１４がアクティブ化信号を生成することに
よって行われる。バイオメトリクスデータの評価結果が所定の基準を満たしていれば、ア
クティブ化信号によってスイッチング処理が開始されて、機能モジュール１１６がアクテ
ィブ化され、対応する機能を実行する。
【００４３】
　バイオメトリクスデータの評価は、例えば、評価モジュール１１４によって以下の手順
で行われる。取得部１１０から供給されるバイオメトリクスデータ、および、取得部１２
２から供給されるバイオメトリクスデータのそれぞれについて、メモリ１１８に格納され
ている第１の基準データおよび第２の基準データを利用して、「カード一致」プロセスを
実行して、収集されたバイオメトリクスデータが対応する基準データと十分に対応してい
るか否かを確認する。この結果、取得部１１０から供給されたバイオメトリクスデータに
ついて第１の信頼値が供給され、取得部１２２から供給されたバイオメトリクスデータに
ついて第２の信頼値が供給される。第１および第２の信頼値はそれぞれ、対応するバイオ
メトリクスフィーチャの検出元であるユーザが、メモリ１１８に格納されている基準デー
タに対応付けられているユーザと同じである確率を示す。
【００４４】
　評価モジュールは、第１および第２の信頼値のうち少なくとも１つが第１のしきい値を
超える場合に、機能モジュール１１６に対するアクティブ化信号が生成されるように構成
され得る。評価モジュール１１４はさらに、上記の条件が満たされない場合には、第１お
よび第２の信頼値が共に、第１のしきい値未満の第２のしきい値を超えるか否かを確認す
るように構成され得る。例えば、第１のしきい値を９９％として、第２のしきい値を８０
％とするとしてよい。
【００４５】
　このような構成とすることによって、例えば、ユーザのバイオメトリクスフィーチャの
いずれか１つが一時的に高品質では取得できない場合にも機能モジュール１１６をアクテ
ィブ化できるという利点が得られる。これは、取得部１２２が指紋データを収集するよう
に構成されていて、ユーザが指に負傷している場合が一例として挙げられる。この場合、
取得部１１０が供給するバイオメトリクスデータの信頼値が高ければ、ユーザはドキュメ
ント１００を利用することができる。
【００４６】
　本発明の一実施形態によると、機密データは電子メモリ１１８に格納されている。機密
データは、例えば、ドキュメントのユーザについての個人情報、例えば、関連する所定条
件が満たされた場合にのみ影響を受ける、名前、アドレス、住所等であってよい。
【００４７】
　このような読出アクセスおよびインターフェース１２０を介した機密データの出力につ
いての必要条件は、取得部１１０および１２２が供給するバイオメトリクスデータの評価
によって得られる複数の信頼値のうち少なくとも１つが、第１のしきい値を超えているか
、または、超えていない場合には、両方の信頼値が第２のしきい値を超えていることであ
る。この要件が満たされている場合、評価モジュール１１４は、機能モジュール１１６に
ついてのアクティブ化信号を生成して、機能モジュール１１６は、メモリ１１８から機密
データの少なくとも一部を読み出して、例えば、インターフェース１２０を介して外部ス
キャンデバイスに出力する。
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【００４８】
　機密データの出力に際して満たす必要がある別の要件は、例えば、ＢＡＣプロセスおよ
び／またはＥＡＣプロセスの実行であるとしてよい。
【００４９】
　図２は、図１に示すドキュメント１００の側面図であり、ドキュメント１００は、図１
に示した３つのドキュメント層１０４、１０６および１０８に加えて、さらにドキュメン
ト層を備えることができる。
【００５０】
　図３は、本発明に係るドキュメント１００の別の実施形態を示す図である。ドキュメン
ト層１０４、１０６および１０８と同様に（図１および図２の実施形態を参照のこと）、
当該実施形態に係るドキュメントは、ドキュメント層１２６、１２８、１３０および１３
２をさらに備える。
【００５１】
　ドキュメント層１２６は、１以上の光学セキュリティフィーチャを有しており、印刷技
術を利用して生成することができる。具体的には、ドキュメント層１２６は、個人情報を
保持することができる。
【００５２】
　ドキュメント層１２８は、例えば、透明ＯＬＥＤ表示デバイスおよび／またはタッチパ
ッド等の表示デバイスを有するとしてよく、具体的には、同時に２本以上の指を検出可能
ないわゆるマルチタッチパッド、および／または、例えば、指紋センサ等の、バイオメト
リクスフィーチャを検出する別の取得部を有する。タッチパッドによってマニピュランダ
ムが提供され、ユーザは、タッチパッドを利用することで、例えば、表示デバイス上に表
示されている画像群を操作するべくドキュメント１００にコマンドを入力することができ
る。
【００５３】
　ドキュメント層１３０は、例えば、双安定表示デバイス、具体的には、いわゆる電子ペ
ーパーとして構成されている別の表示デバイスを有するとしてよい。
【００５４】
　ドキュメント層１０４は、例えば、図１の実施形態と同様に構成されているとしてよく
、つまり、ドキュメント層１０４の取得部１１０が、例えば、皮下組織のサンプルを採取
するＤＮＡマイクロＴＡＳとして構成されているとしてよい。
【００５５】
　ドキュメント層１０６は、図１の実施形態と同様に構成されているとしてよく、つまり
、当該ドキュメント層は、例えば、さまざまな取得部から供給されるバイオメトリクスデ
ータの評価を実行するべく、機能をアクティブ化して実行するべく、そして、ドキュメン
ト１００のさまざまな表示デバイスおよびスキャナ等の通信インターフェースを制御する
べく、プロセッサまたは任意のその他の論理回路等の電子回路を含むとしてよい。
【００５６】
　ドキュメント層１０８は、図１の実施形態と同様に構成されているとしてよく、つまり
、取得部１１０は、例えば、カメラチップ等の電子カメラとして構成されているとしてよ
い。また、電力管理用の電子回路をドキュメント層１０８に配置するとしてもよく、具体
的には、エネルギーの誘導結合に起因して発生する高電圧からドキュメント層１０６の電
子回路を保護するために設けるとしてもよい。電力管理用の電子回路は、具体的には、ド
キュメント層１０６の電子回路を高電圧から保護するための回路を含むとしてよい。
【００５７】
　ドキュメント層１０８の下方に配置されているドキュメント層１３２は、制御可能な光
学レンズ素子を含む体積ホログラムを有するとしてよく、ドキュメント層１０６の電子回
路のレンズ素子は、制御可能である。体積ホログラムは、カメラチップの前方に配置され
るとしてよく、カメラの光学特性は光学素子を制御することによって変更させることがで
き、例えば、顔バイオメトリクスデータを収集するべく顔写真の撮影または指紋の採取を
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行うように接近させるとしてよい。
【符号の説明】
【００５８】
　１００：ドキュメント、１０２：ドキュメント本体、１０４：ドキュメント層、１０６
：ドキュメント層、１０８：ドキュメント層、１１０：取得部、１１２：ビア、１１４：
評価モジュール、１１６：機能モジュール、１１８：メモリ、１２０：通信インターフェ
ース、１２２：取得部、１２４：ビア、１２６：ドキュメント層、１２８：ドキュメント
層、１３０：ドキュメント層、１３２：ドキュメント層

【図１】 【図２】
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【図３】
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